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３
月
１
５
日
今
期
最
後
と
な
る
役

員
班
長
会
が
宮
中
視
聴
覚
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
冒
頭
、
戎
会
長
よ
り
今

期
を
振
り
返
っ
て
の
総
括
報
告
が
有

り
役
員
班
長
に
対
す
る
活
動
費
の
手

交
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会

次
第
に
沿
っ
て
議
事
が
進
行
し
、
今

年
度
で
退
任
す
る
小
林
副
会
長
の
後

任
に
は
、
坂
東
・
鶴
羽
・
野
中
・
林

の
各
４
部
長
が
副
会
長
を
兼
任
し
、

厚
生
部
長
代
行
に
は
戎
会
長
、
衛
生

部
長
代
行
に
は
坂
東
総
務
部
長
が
、

兼
任
す
る
議
案
が
提
案
さ
れ
全
回
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
次
年

度
か
ら
災
害
備
蓄
品
の
予
算
案
、
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
助
成
金
変
更
等
も

提
出
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

広
報
部
発
行
第
５
回
役
員
班
長
会
議 

≪

議
事
録
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版≫

平
成

二
七
年
三
月
一
五
日
・
会
場
宮
中
視

聴
覚
教
室
一
〇
時<

議
案>

会
長
報

告 前
掲
の
通
り
、
今
年
度
で
退
任
さ
れ

る
小
林
副
会
長
の
後
任
に
鶴
羽
広

報
。
野
中
女
性
、
坂
東
総
務
、
林
施

設
保
安
、
の
各
部
長
４
名
を
副
会
長

に
任
命
し
、
七
夕
祭
り
実
行
委
員
長

代
行
に
４
班
戸
井
班
長
・
工
藤
監

事
、
江
端
監
事
の
後
任
に
１
７
班
増

田
氏
、
金
子
葉
子
氏
が
就
任
す
る
事

が
承
認
さ
れ
た
。
活
動
費
に
つ
い
て

は
不
活
動
の
役
員
に
つ
い
て
は
対
象

外
と
す
る
事
も
承
認
さ
れ
た
。
○
平

成
２
６
年
度
事
業
計
画
と
決
算
予
想 

羽
鳥
会
計
部
長
か
ら
説
明
が
あ
り 

実
績
と
３
月
収
入
予
想
３
７
０
千
円

の
報
告
が
承
認
さ
れ
た
。 

○
防
災
備
蓄
に
つ
い
て
可
決 

今
年
度
１
０
万
円
を
上
限
と
し
飲
料

水
札
幌
の
水
２
０
箱
・
非
常
食
リ
ッ

ツ
Ｓ
缶
１
０
０
缶
・
五
穀
米
イ
ン
ス

タ
ン
ト
２
万
円
相
当
の
計
３
種
類
の

備
蓄
が
可
決
さ
れ
た
。
設
置
場
所
に

つ
ぃ
て
は
幸
福
の
科
学
さ
ん
入
口
ロ

グ
ハ
ウ
ス
に
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

た
。
設
置
場
所
や
配
布
方
法
に
つ
い

て
は
、
別
途
周
知
徹
底
す
る
事
と
し

た
。
合
わ
せ
て
町
内
協
力
井
戸
に
つ

い
て
も
調
査
す
る
事
と
な
っ
た
。 

○
大
倉
山
小
学
校
新
入
学
生
に
対
す

る
お
祝
い
事
業
（
図
書
券
二
千
円
）

に
つ
い
て
可
決 

今
年
度
新
入
学
生
徒
さ
ん
二
四
名
に

対
し
配
布
、
町
内
会
未
加
入
の
方
に

も
会
費
の
使
途
明
確
化
し
入
学
祝
い

金
な
ど
わ
か
る
パ
ン
フ
の
作
成
が
急

務 ○
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
助
成
金
２

万
円
に
増
額
で
可
決 

○
宮
の
森
音
楽
祭
の
協
賛
金
の
助
成 

を
可
決 

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
宮
の
森
音
楽

祭
に
つ
い
て
今
年
度
か
ら
助
成
す
る

事
で
可
決
。 

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
継
続
を
可
決 

○
広
報
・
会
報
の
個
配
希
望
者
に
対

す
る
配
慮
を
心
が
け
る
、
回
覧
時
に

目
立
つ
工
夫
を
す
る 
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○
一
月
一
一
日
新
年
交
流
会
来
賓 

  

二
月
二
二
日
ダ
ン
ボ
ー
ル
そ
り
大
会 

  

コ
ラ
ム
荒
井
山
江
夏
の
二
一
球
と
い

う
本
が
あ
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ

タ
ー
や
山
際
淳
司
氏
の
作
品
で
す
一

九
七
九
年
プ
ロ
野
球
日
本
選
手
権
で

広
島
の
守
護
神
江
夏
が
近
鉄
相
手
に

九
回
無
死
満
塁
か
ら
見
事
に0

に
封

じ
優
勝
し
た
時
の
事
で
す
。
四
球
で

満
塁
に
な
り
、
広
島
ベ
ン
チ
が
救
援

の
池
谷
、
北
別
府
両
投
に
準
備
を
命

じ
、
江
夏
が
不
満
を
爆
発
さ
せ
か
か

っ
た
時
一
塁
の
衣
笠
選
手
が
歩
み
寄

り
一
言
い
ま
し
た
。
「
辞
め
る
時
は

俺
も
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
脱
ぐ
」
こ
の
一

言
で
、
江
夏
は
見
事
に
よ
み
が
え
り

ま
し
た
。
大
倉
山
小
学
校
の
全
校
朝

会
で
感
謝
の
メ
ー
セ
ー
ジ
を
も
ら
っ

た
時
、
私
も
自
分
を
分
か
っ
て
く
れ

る
人
が
い
る
と
江
夏
投
手
と
同
じ
気

持
ち
に
な
っ
た
次
第
で
す
。
（
戎
記 

○
お
悔
や
み
の
お
知
ら
せ 

一
一
月
二
七
日
五
班 

橋
場 

勲
さ
ん 

一
一
月
三
〇
日
一
一
班 

橋
元
ユ
キ
さ
ん 

二
七
年
一
月
五
日
一
三
班 

 
 
 
 
 
 

沓
沢
幸
雄
さ
ん 

一
月
三
〇
日
七
班 

 
 
 
 
 
 

小
野
功
一
さ
ん 

一
月
三
〇
日
一
一
班 

 
 
 
 
 
 

佐
藤
和
雄
さ
ん 

 

ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 

 


